





































(646m)，国見山 (630m) など標高 300~600m のな
だらかな小~中起伏山地となっている。国仲平野は大部
分は洪積台地であるが，真野湾に注く拘国府川の周囲は沖












































礎に，気温減率 0・53oC /1.0 m (関口， 1949)を使っ
て，特定の暖かさの指数 (1.0oC・monthおき〉と寒さ


















表 1 佐渡島における気候要素の平年傾 (1941~197.o年)
観測所
標高1 月平均気混 COC) W.I. C. 1. 年水量降 積最雪量深
(m) I 1 I 2 I 3 1 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 111 I 12 I年 (OC.M) (OC.M) (mm) (cm) 
相川i 34 2.8 2.7 5.3 10.8 15.4 19.2 23.7 25.8 21.8 16.2 10.9 5.8 13.4 100.9 -4.7 1，666 26.3 
小田 41 3.2 2.9 5.7 11.0 15.8 19.5 24.0 26.2 22.2 16.6 11.3 5.9 13.7 104.2 - 3.7 1，663 20.0 
両津 21 2.2 2.4 4.9 10.3 15.3 19.4 23.9 25.9 21.9 16.1 10.4 5.1 13.2 99.3 -5.3 1，857 39.3 
中輿 71 1.9 2.0 4.7 10.1 15.3 19.4 23.7 25.2 21.1 15.1 9.6 4.7 12.7 95.5 -6.5 1，747 27.7 
畑野 20 2.1 2.2 4.7 10.5 15.7 19.6 24.1 25.8 21.6 15.4 9.8 4.8 13.0 98.5 -6.0 1，814 35.0 
松ヶ崎 21 2.2 2.1 4.6 10.1 15.2 19.1 23.6 25.4 21.4 15.5 1.0.1 &..0 12.9 96.4 -5.9 1，906 36.0 
羽茂 171 2.5 2.5 5.2 10.6 15.5 19.5 23.6 25.7 21.6 15.8 10.3 5.4 13.2 99.2 -4.8 1，760 29.8 
金北山 1，172 -5.9 -5.7 -4.1 2.3 8.9 12.8 17..0 18.5 14.3 7.4 2.5 -3.0 5.4 44.9 -43.9 49.0 








最大は 100oC . monthで，大佐渡の外海府の沿岸地域
を通っている。 90oC. monthの等指数線は大佐渡・小
佐渡山地の山麓を取り巻いており，その標高は外海府で
250~300 m，国仲平野周縁で 150~200 m，小佐渡の前
浜海岸側で 100~200 mである。大佐渡・小佐渡の山間
地ではさらに小さい等指数線が現われるが，大佐渡山地
で 60oC • month，小佐渡山地では 80oC. monthの
等指数線までが描かれている。小佐渡の最高地点である
大地山(標高 646m)で 69.2oC . month，大佐渡の




month線はほぼ暖かさの指数 90oC. month線， -15 







-15 oC . month以下は省略
100 oC • month以上，寒さの指数では -50C・month
以下となっている。また，大佐渡・小佐渡の沿岸地域お
よび国仲平野では暖かさの指数は 90~100 oC • month， 

























月 I 1 1 2 1 3 1 4 1 5 16 I 7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 1年
平均風速くm/s) 5.3 4.8 4.5! 3.6 2.6 1.8 2.4 2.3 2.8 3.0 4.2 4.8 3.5 
最多風向 NW WNW NW SE SE SE SE ESE ESE SE ESE NW 
その頻度(%) 26 25 26 27 32 47. 26 42 37 32 27 39 
第 2位風向 w NW SE w NW NW ESE SE SE ESE E， W SE NW NW 
その頻度(%) 23 18 23 20 19 23 16 32 30 23 17 16 
暴風日数 5 1 1 1 I 3 1 2 15 
平均風速(m/s) 日 I3;9l 3・1 4.1 2.9 2.7 2.9 2.7 3.4 2.8 3.2 
最多風向WSWIWSWIWSW w WSWIWSW WSW WSW SW SW WSW WSW 
その頻度(%) 29 21 19 25 35 47 42 19 27 32 23 35 
第 2位風向 SW w WSW w w ESE ESE SE WSW E， SWi SW SW w SSE 
その頻度(%) 19 21 ，19 18 19 17 16 19 20 13 29 
暴風日数 (3) 1 (4) 
平均風速(m/s) 2.5 2.7 2.6 3.3 3.1 2.7 ， 2.6 2.4 1.8 2.1 2.3 2.2 2.5 
最多風向 w WSW SW NE SW SW SW NE NE NNE NNE w 
その頻度(%) 23 21 19 30 39 47 35 29 23 23 23 29 
第 2位風向WNW NNE w WSWi NN E NE INE SW NNE NE，SW NE， W WSW SW NE WSW，W WSW WNW 
その頻度(%) 23 18 16 17 19 30 29 23 20 19 17 19 
暴風日数 3 3 1 7 
平均風速くm/s) 2.0 1.8 1.7 1.9 1.6 1.2 1.3 1.3 1.1 1.2 (1.6) (1.6) (1.5) 
最多風向 SW WSW ENE ENE SW SW SW SW E E (ENE) (SW) 
その頻度(%) 26 29 23 23 48 50 47 39 53 45 (33) (24) 
第 2位風向 NNE N WSW SW ENE E 。 E E ENE ENE (WSW) (WSW) ENE WSW 
その頻度(%) 26 14 20 23 26 20 23 20 26 (27) (24) 
暴風日数 (0) 
注〉 新潟県農業気象月報 (1979年〉による.平均風速，風向頻度は 1日24回観測により，( )内は欠測のあ
る場合を示す.
相川においては，月平均風速は 12""2月の冬季に強く は少なく年間4日である。風向は4月に W，9，10月に
約 5m/s，6~8 月の夏季には約 2m/s と弱い。暴 SWになるほかは年間を通して WSWが卓越風向とな
風日数も 1月に最も多い。風向は風速が強い冬季には っている。
NW~WNW であるが，春~秋季には SE~ESE とな 両津においては，月平均風速は4，5月に最も強い。
る。なお，相JIにおける月平均風速の平年値は，最大の 他の月では 9~10 月のほかはほぼ平均風速は似ている。
1月が， 8.2m/s，最小の7月が 2・7m/s，暴風日数 ! 相川と比絞すると，月平均風速は夏季には若干強いが
は年間48日(気象庁， 1972めであり，当該年がかなり 冬季にはきわめて弱い。風向は冬季には W.WSW.
風の弱い年であったことがわかる。 WNWの頻度が高いが， 5~7 月には SW ， 8~11 月で
二ツ亀においては，月平均風速は 1~4 月に最も強く， は NE.NNEが卓越風向になっている。
特に4月には 4・1m/sとなっている。これは日本海低 :羽茂においては，月平均風速は全般的に弱く 1.1~2 ・0
気圧裂の気圧配置によるいわゆる春のあらしの影響を受 m/s の範囲内で，暴風日も皆無である。風向は 12~2
けている。相)1と比較すると，冬季には風速は弱いが 刃の冬季には SW.WSW，3， 4月には ENE，5~8 






もほぼ W 方向を中心とした風向を示し，相}I[NW. 


























































































94 1 1 1 -8.5 1 
95 5 6 1 -8.0 l 3 1 4 
96 15 6 2 1 -7.5 3 
97 5 3 -7.0 16 i 10 1 
98 5 6 4 1 2 -6.5 5 4 
99 7 5 2 1 -6.0 9 4 2 1 
100 1 3 1 2 -5.5 3 5 1 
101 4 1 3 -5.0 3 7 3 
102 1 1 -4.5 5 2 6 
103 -4.0 










寒さの指数では -4~~9oC • monthの範囲内に分布
している。分布上限はいずれも長谷寺のウラジロガシ林























峰，山老挙ガ平山などに分布する(図8)。金北山，妙 布域の限界を 1月の平均気温ーlOC としている。ま
見山周辺では，標高 600~700m から出現し，金北山の た， Yoshioka (1954， 1963)はスダジイ林の北限を 1
山頂下部(標高 1000m)まで生育している。他の分布 月の平均気温 20C としている。ー方，吉良 (1949)は
地では，ほぼ標高 900~1000m の山頂部に生育してい 寒さの指数 -10oC • monthを常緑広葉樹林の分布;良
る。分布上限のものは樹高が低く，風衝低木林状をなし 界としている。これらの数値を佐渡島に当てはめてみる
ている。 と，佐渡島の低地帯では， 1月の平均気温は中興の 1.9
ブナ林の分布下限は，現在確認されているのは金北山 。Cを除くとすべて 20C以上，寒さの指数も -6.5
の国仲平野側尾根の 540mであるが，新潟市の池上義 。C.month以下を示している。とくに，常緑広葉樹林
信氏によれば， かつては両津市北西には標高約 250m の分布が制約を受けている小田，相川は，むしろ佐渡島
からプナ林があったと言われる。一方，分布上限は金北 において最も気温，温量指数の高い地域で，しかも，そ
山の山頂下の標高 1000m である。 れらの観測所は冬季季節風に直面する立地に設置されて
ブナ林の垂直分布を温量指数からみると，現存するプ いる。したがって，佐渡島においては，これらの温度要
ナ林は暖かさの指数 73.1~54.0 oC・monthの範囲に 固としては常緑広葉樹林の分布を制約していないと考え
ある。分布下限を上記の 250mとすると暖かさの指数 ることができる。




する。標高は金北山では 1000m，金剛山では約 900m はミクロ的なスケーノレで、影響を及ぼすため，一般化がし
以上を占めている〈図8)。 にくいためである。
湿量指数からみると，暖かさの指数で 60 ・2~48 ・ 9 0C 風の影響については，強風による直接的で機械的な害
・monthの範囲となる。金北山頂の実測値を使用すれ と寒風による乾燥害に大別される。前者の風害について































































































金井町堂林山〈標高 200m)で暖かさの指数 87.5OC. 
month，寒さの指数一10.9oC • month，小佐渡山地で
は畑野町竹田ダム(標高 200m)で暖かさの指数 90.5






























葉樹林の下限は標高 200~250 m，暖かさの指数 85~90
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